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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両用シートアセンブリのリクライニング機構用のカム部材であって、
　延在部分と一体的に形成されたカム部分を備え、
　前記延在部分は、軸に沿って延び、且つ、外側回動面を有し、
　前記外側回動面は、略円形でないカムバネ取り付け領域と、ベースプレート内に嵌合し
て貫通するように構成された略円形であるベースプレート延在領域とを含み、
　前記延在部分は、内面を含み、
　前記内面は、駆動軸に係合し、且つ、前記駆動軸に対する回転を妨げるように構成され
、
　前記カム部分は、前記延在部分から外方に延び、且つ、外側カム面を含む、カム部材。
【請求項２】
　前記内面は、少なくとも１つの非円形面を含む、請求項１に記載のカム部材。
【請求項３】
　前記内面は、少なくとも１つの内歯スプラインを含む、請求項１に記載のカム部材。
【請求項４】
　前記カムバネ取り付け領域は、３つから６つの側面を有する多角形である、請求項１に
記載のカム部材。
【請求項５】
　車両用シートアセンブリ用のリクライニング機構であって、
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　バネ取り付け脚及び略円形内周部を有するリテーナプレートと、
　外周部及び略円形のベースプレート開口を有するベースプレートを備え、
　前記外周部は、形状が略円形であり、且つ、前記ベースプレートに対して前記リテーナ
プレートを位置合わせして配置することを可能とする前記外周部上における位置合わせ突
起と、
　単一品として一体的に形成され、且つ、カム部分及び延在部分を有する一体的カム部材
と
　を含み、
　前記延在部分は、前記ベースプレート開口内に嵌合して貫通するように構成された略円
形のベースプレート延在領域を含む、リクライニング機構。
【請求項６】
　前記延在部分は、一体的に形成されたカムバネ留め部を有するカムバネ取り付け領域を
含み、
　前記リテーナプレートは、少なくとも１つの位置合わせ指示部を含む、請求項５に記載
のリクライニング機構。
【請求項７】
　前記ベースプレートは、それらの間に歯止め間隙を画定する少なくとも２つの弧状部材
を有し、
　前記弧状部材のそれぞれが、前記リテーナプレートの前記内周部の半径よりも大きい回
転軸からの半径を有し、
　前記ベースプレートは、前記内周部の前記半径未満である半径を有する少なくとも１つ
の突起をさらに含む、請求項５に記載のリクライニング機構。
【請求項８】
　複数の歯止め及び一体的カム部材をさらに含み、
　前記ベースプレートは、複数の歯止めガイドを含み、１つの歯止めは、歯止めガイドの
各対間に配置されており、
　前記一体的カム部材は、ディスクを介して前記歯止めにそれぞれ係合するように構成さ
れた外側カム面を有するカム部分と、前記ベースプレート上の開口内に組み立てられるよ
うに構成された延在部分とを含み、
　前記リテーナプレートは、トッププレートに対して溶接され、それにより、延在された
前記ベースプレート及び前記歯止め、前記ディスク、及びガイドプレートを協働してとら
える、請求項７に記載のリクライニング機構。
【請求項９】
　前記弧状部材は、前記ベースプレートの前記外周部の少なくとも６０％を形成している
、請求項７に記載のリクライニング機構。
【請求項１０】
　前記ベースプレートの回転軸に対して略半径方向動作のために拘束される歯止めをさら
に含み、
　前記歯止めは、ディスク上の平坦部分に係合するように構成された平坦部分を有する摺
動側面及び内面を含む、請求項５に記載のリクライニング機構。
【請求項１１】
　前記歯止めは、非対称な複数の歯を含み、
　前記歯止めの長手方向軸と実質的に位置合わせされた歯が第１の形状を有し、
　前記歯止めの各辺に最も近い各歯が第２の形状を有し、
　前記第１及び前記第２の形状が異なる、請求項１０に記載のリクライニング機構。
【請求項１２】
　シートリクライニングバネをさらに含み、
　前記シートリクライニングバネは、前記リテーナプレート上において取り付け脚に対し
て連結されている、請求項５に記載のリクライニング機構。
【請求項１３】
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　回転軸を含む車両用シートアセンブリ用のリクライニング機構であって、
　前記回転軸からの第１の半径を有する略円形の内周部を有するリテーナプレートと、
　複数の弧状部材を有するベースプレートであって、前記ベースプレートに対して前記リ
テーナプレートを位置合わせして配置することを可能とする位置合わせ突起を含むベース
プレートと、
　前記回転軸まわりに位置合わせされ且つ前記回転軸に沿って前記ベースプレート及び前
記リテーナプレートを貫通して延びる一体的カム回動部材とを備え、
　前記弧状部材は、それらの間に歯止め間隙を画定し、
　前記弧状部材は、前記回転軸からの第２の半径を有し、
　前記位置合わせ突起は、前記回転軸からの第３の半径を有し、
　前記一体的カム回動部材は、金属の単一品から一体的に形成され、
　前記一体的カム回動部材は、カム部分及び延在部分を含み、
　前記延在部分は、カムバネ取り付け領域及びベースプレート延在領域を含み、
　前記一体的カム回動部材は、前記ベースプレートに対して回転可能であり、
　前記延在部分は、前記ベースプレートを貫通するべく構成される、リクライニング機構
。
【請求項１４】
　前記一体的カム回動部材は、前記カム部分及び前記延在部分の双方を通って延在してい
る非円形内面を含む、請求項１３に記載のリクライニング機構。
【請求項１５】
　前記第１の半径は前記第３の半径未満であり、且つ、前記第２の半径は前記第１の半径
よりも大きく、
　前記歯は非対称である、請求項１３に記載のリクライニング機構。
【請求項１６】
　リクライニング機構であって、
　カム部材と、
　トッププレートと、
　ベースプレートと、
　前記ベースプレート上に配置された略平坦面を有し、且つ、前記トッププレートとの係
合及び非係合の間で移動可能な少なくとも１つの歯止めと、
　前記歯止め上の前記平坦面に係合する少なくとも１つの略平坦面を有するディスクとを
備え、
　前記ディスクは、前記カム部材と前記歯止めとの間において接触して配置され、
　前記カム部材は、カム部分及び延在部分を含み、
　前記延在部分は、カムバネ取り付け領域及びベースプレート延在領域を含み、
　前記カム部材は、前記ベースプレートに対して回転可能であり、
　前記延在部分は、前記ベースプレートを貫通するべく構成される、リクライニング機構
。
【請求項１７】
　前記トッププレートは、略第１の半径で配置された複数の歯を有する外周部及び内周部
を有し、
　リテーナプレートが前記トッププレートに対して連結され、
　前記リテーナプレートは、前記第１の半径未満である第２の半径を有する内周部を含む
、請求項１６に記載のリクライニング機構。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つの歯止めは、前記リテーナプレートと前記トッププレートとの間に
配置され、
　前記ベースプレートは、前記第２の半径よりも大きい第３の半径を有する弧状部材を含
む、請求項１７に記載のリクライニング機構。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、車両用シートに関し、より具体的には、車両用シートのリクライニ
ングに関連して使用されるリクライニング機構に関する。
【０００２】
（関連出願の相互参照）
　このＰＣＴ特許出願は、「リクライニング機構」と名称が付与された２０１０年１月２
９日に出願された米国仮特許出願第６１／２９９，４０２号の利益を主張しており、この
特許出願の全開示は、本特許出願の開示の一部とみなされ、参照によって本願明細書に組
み込まれる。
【背景技術】
【０００３】
　多くの車両用シートは、シートに座る乗員がシート基部に対してシートバックを選択的
に調整して、リクライニング機構が乗員の所望の位置に応じて異なる位置を提供すること
ができるように、リクライニング機構を有する。リクライニング機構は、電動リクライニ
ング機構であってもよく、手動リクライニング機構であってもよい。本発明は、一般に、
手動リクライニング機構に関する。大部分の手動リクライニング機構は、パック状で内歯
状であり、シート基部に対してシートバックを選択的にロック及びリリースするために内
部のカム機構を使用する。
【０００４】
　リクライニング機構は、一般に、機構を確実に保持するためにシート基部に対して連結
されたシート基部ブラケットを含む。ベースプレートは、通常、シート基部又はシート基
部ブラケットに対して取り付けられ、トッププレートは、通常、シート基部に対して取り
付けられる。シート基部又はシート基部ブラケットに対してベースプレートを固定し且つ
シート基部に対してトッププレートを固定するために、しっかりした溶接又は他の固定技
術が使用される。
【０００５】
　リクライニング機構は、通常、リクライニング機構及びしたがってシート基部が回転移
動からロックされたときにトッププレート上の歯と係合され且つリクライニング機構及び
したがってシート基部が回転移動することができるときにトッププレートから係合解除さ
れる歯を有する、少なくとも１つの歯止め部材をさらに含む。
【０００６】
　作動時において、通常の回転式リクライニング機構は、ロック状態までバネ付勢される
。すなわち、そのためシート基部は、歯止めが故意にトッププレートから係合解除される
まで、ある角度位置に固定される。より具体的には、通常は駆動軸を回転させるハンドル
又はレバーによってリクライニング機構が作動されたとき、カム部材は、歯止め部材を係
合からリリースするように回転し、ガイドプレートの使用によって間接的に、内側に歯止
め部材を動かし、それにより、トッププレートの歯から歯止め部材の歯を移動させ、それ
により、車両用シートを調整するためにシート基部が選択的に前後方向に回動され得るよ
うに、リクライニング機構を解除（又はリリース）する。
【０００７】
　そのような回転式リクライニング機構は、シートに座る乗員が認識することができる緩
み又は遊び量もまた制限しながら、現在の安全要件を満たすように注意深く設計される。
結果として、従来のリクライニング機構は、所定の負荷状態に耐えるために品目が重く構
成される傾向があり、そのため、全車両重量が著しく増大する傾向がある。例えば、歯止
め部材の歯がトッププレートの内部の歯と係合されるときに生じる半径方向応力に耐える
ために、ベースプレート及びトッププレートは、通常、重量を増大する大きな材料厚みを
有して形成される。
【０００８】
　さらに、乗員によってリリースハンドルが大抵は使用されることから、回動軸及びカム
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は、最終的にリリースハンドルとリクライニング機構との間の相互作用部において遊びを
生じさせることがある高い力にさらされ得る。回転式リクライニング機構はまた、組み立
てるのに時間がかかる。
【０００９】
　より大きな負荷を扱うことができ、より軽くなることができ、リリースハンドルとリク
ライニング機構との間の遊びを低減することができ、組み立てるのが容易である改善され
たリクライニング機構を提供する著しく継続的な必要性が依然としてある。
【発明の概要】
【００１０】
　本発明は、一般に、車両用シートに関し、より具体的には、車両用シートのリクライニ
ングに関連して使用されるリクライニング機構に関する。リクライニング機構は、互いに
支持するようにベースプレート及びリテーナプレートを含み、それにより、リクライニン
グ機構の大きさ及び重量が低減されるのを可能とする。リクライニング機構は、さらにリ
クライニング機構の大きさ及び重量の低減を可能とする単一部材のカム－回動軸をさらに
含む。
【００１１】
　リクライニング機構は、延在部分と一体的に形成されたカム部分を有するカム部材を含
んでもよく、延在部分は、軸に沿って延在しており、略円形でないカムバネ取り付け領域
と略円形であるベースプレート延在領域とを含む外側回動面を有する。ここで、延在部分
は、駆動軸に係合し且つ駆動軸に対する回転を防止するように構成された内面を含み、カ
ム部分は、延在部分から外側に延在し且つ外側カム面を含む。内面は、少なくとも１つの
内歯スプラインであり得る少なくとも１つの非円形面を含む。
【００１２】
　車両用シートアセンブリ用のリクライニング機構は、バネ取り付け脚及び略円形内周部
を有するリテーナプレートと、形状がおおよそ円形であり、且つ、ベースプレートに対し
てリテーナプレートを位置合わせして配置するのを可能とする円形部分上における位置合
わせ突起と略円形のベースプレート開口とを含む外周部を有するベースプレートとをさら
に含んでもよい。必要とされるマスキングなしで１０Ｂ２１材料から形成されたトッププ
レートが含まれてもよい。
【００１３】
　車両用シートアセンブリ用のリクライニング機構は回転軸を含み、リクライニング機構
は、さらに、回転軸から第１の半径を有する略円形内周部を有するリテーナプレートと、
ベースプレートに対するリテーナプレートの位置合わせ及び配置を可能とする位置合わせ
突起を含む作動部材を有するベースプレートとに向けられている。ここで、作動部材は、
それらの間に歯止め間隙を画定し、回転軸から第２の半径を有し、単一のカム－回動部材
は、回転軸まわりに位置合わせされ且つ回転軸に沿ってベースプレート及びリテーナプレ
ートを通って延在している。単一のカム－回動部材は、金属の単片から一体的に形成され
ており、カム部分及び延在部分を含み、延在部分は、カムバネ取り付け領域及びベースプ
レート延在領域を含み、単一のカム－回動部材は、ベースプレートに対して回転するのを
可能とする。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】典型的な実施形態にかかるシートアセンブリを有する車両の斜視図である。
【図２】典型的な実施形態にかかるシートアセンブリの斜視図である。
【図３】従来のリクライニングアセンブリの斜視図である。
【図４】従来のリクライニングアセンブリの斜視図である。
【図５】従来のリクライニングアセンブリ、シート基部ブラケット及びシート基部伸縮バ
ネの分解斜視図である。
【図６】改善された主題のリクライニングアセンブリの斜視図である。
【図７】改善された主題のリクライニングアセンブリの斜視図である。
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【図８】改善された主題のリクライニングアセンブリ、シート基部ブラケット及びシート
基部伸縮バネの分解斜視図である。
【図９】改善された主題のリクライニング機構の分解斜視図である。
【図１０】改善された主題のリクライニング機構のベースプレート、歯止め及びディスク
部材の斜視図である。
【図１１】改善された主題のリクライニング機構のベースプレート及び歯止め部材の部分
側面図である。
【図１２】シート基部ブラケット及びシートバック伸縮バネに対する組み立てについての
リクライニング機構の分解斜視図である。
【図１３】リクライニング機構の部分断面図である。
【図１４】ベースプレートの部分斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図面を参照すると、同様の符号は、いくつかの図面にわたって同様又は対応する部分を
指しており、典型的な自動車が示されている。車両は、本願明細書では乗用車の形態で示
されるが、当然のことながら、車両の種類は本開示に関連しない。車両は、シート基部１
２に対してヒンジ接続されたシートバック１４を含む種類の少なくとも１つのシートアセ
ンブリ１０を含む。シート基部１２は、前後調整可能スライド、リリース可能フック、固
定マウント等の様々な固定技術のいずれかを使用して車室の床面に固定されている。
【００１６】
　図２に示すように、シートバック１４は、透視で示される最大後方状態まで後方にリク
ライニングすることができる。最大後方状態の角度の方向は、単なる例示であり、実際に
は、より大きな又は小さな角度傾斜が設計仕様にしたがって実現されてもよい。シートバ
ック１４は、透視で示される最大直立状態まで回転されることができる。シートバック１
４は、軸１６まわりにシート基部１２に対して回転する。
【００１７】
　その最大直立と最大後方リクライニング状態との間のシートバック１４の動作は、一対
の回転式リクライニング機構２０によって達成される。１つの回転式リクライニング機構
２０は、シートアセンブリ１０の各辺に位置し、一般に、同一又は鏡像構造からなる。回
転式リクライニング機構２０は、一般に水平な第１の軸１６まわりに漸増リクライニング
調整部を設置するように構成されている。それゆえに、回転式リクライニング機構２０は
、シートバック１４とシート基部１２との間における相対的な回動動作を許容する。回転
式リクライニング機構２０は、構造を係合する様々な歯を使用して漸増リクライニング調
整部を実現することができる。さらに、トッププレートは、「中心」機構の組み立て中に
、適切な位置合わせを提供することに関連して使用するために、トッププレートの外面に
形成された少なくとも１つの位置合わせ指示部を含む。
【００１８】
　特に、ここで図３～図５を参照すると、車両用シートにおける調整装置として使用され
る従来のリクライニング機構が示されている。従来のリクライニング機構は、ベースプレ
ートと、トップ（又はセクタ）プレートと、カムと、別個の回動軸と、第１の又は上側の
歯止めと、第２の又は下側の歯止めと、第１の又は上側の円形ディスクと、第２の又は下
側の円形ディスクとを含む。ベースプレートは、第１の（又は上側の）及び第２の（又は
下側の）歯止め部材を適所に支持する成形ボス又は延在部材を含む。ベースプレートはま
た、別個の回動部材が延在するその中心において開口を含む。示された従来の機構におい
て、カム部材は、別個の品であり、カム部材が第１及び第２の歯止め並びに第１及び第２
のディスク部材に係合するように回動部材によって担持されている。
【００１９】
　本発明において、リクライニング機構２０は、一般に、シート基部ブラケット３０と、
シートバック伸縮バネ５０と、リテーナプレート６０と、カムバネ８０と、ベースプレー
ト９０と、一体的カム回動部１１０と、歯止め１５０と、ガイドプレート１８０と、トッ
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ププレート１９０とを含む。図６～図８は、車両用シートアセンブリ１０における調整装
置として使用される改善されたリクライニング機構２０の実施形態を示している。リクラ
イニング機構２０に対する改善は、リテーナプレート６０と、一部品のカム又は一体的カ
ム回動部１１０と、第１及び第２の歯止め部材１５０の双方において平坦部分１６５と相
互作用するための平坦部分１７２を含む歯止めディスク部材１７０とを含む。ベースプレ
ート９０は、シート基部１２に、且つ、トッププレート１９０は、シートバック１４に対
して取り付けられる。図６及び図７に示すように、リクライニング機構のベースプレート
９０は、シート基部ブラケット３０に組み立てられ、トッププレート１９０は、シートバ
ックブラケット（図示しない）に組み立てられ、シートバック伸縮バネ５０は、（リテー
ナプレート６０の使用によって）シート基部ブラケット３０及びトッププレート１９０の
双方に相互接続される。
【００２０】
　シート基部ブラケット３０は、要望どおりにしっかりとシート基部１２に対して取り付
けることが可能であって、リクライニング機構２０の他の要素がそれに対して連結される
のを可能とする限り、様々な大きさ、形状及び構成で形成されてもよい。シート基部ブラ
ケットは、一般に、ブラケット開口３２と、伸縮バネ留め部３４と、カムバネリテーナタ
ブ３６と、取り付け機能部３８とを含む。伸縮バネ留め部３４は、伸縮バネ留め部３４を
係合する内側留め部５２を有するシートバック伸縮バネ５０を係合するように構成されて
いる。シートバック伸縮バネ５０はまた、後述するように、リテーナプレート６０に係合
する外側留め部５４を含む。シートバック伸縮バネ５０は、前方にシートバック１４を付
勢するように構成されており、それにより、シートバック１４を動作させることにおいて
シートに座る乗員を支援する。
【００２１】
　リクライニング機構２０は、バネ取り付け脚６２と、外周部６４と、内周部６６と、位
置合わせ指示部６８とを一般に有するリテーナプレート６０をさらに含む。バネ取り付け
脚６２は、シートバック伸縮バネ５０上で外側留め部５４に係合するように構成されてお
り、リテーナプレート６０は、シートバック１４の動作と協働して回転するように直接的
又は間接的にシートバック１４に対して連結されている。外周部６４は、一般に、図にお
いて視認可能であり、少なくとも１つの位置合わせ指示部６８を含む。リテーナ６０は、
円形状で画定され、後述するように、ベースプレート９０に対する所定の連続的支持を提
供するように寸法決めされている。
【００２２】
　ベースプレート９０は、一般に、弧状部材９８によって主に形成された外周部９２を含
む。リテーナプレート６０は、一般に、ガイドプレート１８０、歯止め１５０、くさび７
０、一部品のカム１１０、及び、ベースプレート９０を封入するように共に協働するトッ
ププレート１９０に対して溶接される。記載された封入は、組み立てプロセス中に役立ち
、リクライニング機構が横方向膨張なしで衝突状態で機能することを確実にする。ベース
プレートは、弧状部材９８から差し込まれる突起９９をさらに含む。弧状部材９８は、リ
テーナプレートの内周部６６の直径よりも大きい直径を有する。ベースプレート９０の外
周部９２が完全な円形を形成せず、代わりに歯止め間隙９４を含むことにも注意しなけれ
ばならない。もちろん、いくつかの構成において、外周部９２は、外側円を形成すること
ができるが、典型的な実施形態において、歯止め間隙９４は、トッププレート１９０との
係合部に摺動するように歯止め１５０のための空間を提供する。このように、弧状部材９
８として図示された外周部９２の接触面は約７０％であるが、十分な支持が残る限り、他
の量が使用されてもよい。ベースプレート９０は、一般に回転軸１６まわりに位置合わせ
されたベース開口９６を含む。ベースプレート９０はまた、その間に画定される端縁１０
２を含む歯止めガイド１００を画定する。突起９９及び弧状部材９８は、ベースプレート
９０に対する横方向支持を提供するようにリテーナプレート６０と協働する。
【００２３】
　主題のリクライニング機構２０に含まれる改善点のうちの１つは、従来のリクライニン
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グ機構において使用される取り付け機能部の代わりに、完全に円形のリテーナプレート６
０の使用を含む。リテーナプレート６０は、内側リング面６６及び外側リング面６４を有
する完全に円形で且つリング状である。従来の取り付け機能部のように、リテーナプレー
ト６０は、トッププレート１９０に対して取り付けられるが、リテーナプレート６０が完
全に円形であることから、全３６０°まわりにトッププレート１９０の外面と相互作用す
るように設計されており、それにより、リクライニング機構２０がロック状態にあり且つ
高負荷下であるとき、歯止め１５０から伸びる半径方向力に反対に作用するのに役立つ。
さらに、リテーナプレート６０の内側リング面６６を受けるように画定されるベースプレ
ートの突起９９は、ベースプレート９０の全体の外径、特に弧状部材９８よりも小さい直
径を有する。ベースプレート９０の外周部９２上のこの段のある構成を設けることにより
、ベースプレート９０に対するリテーナプレート６０の位置は固定され、トッププレート
に対するベースプレートの横方向の動作は、高負荷状態のもとに低減される。
【００２４】
　リテーナリングは、外側端縁２０１におけるトッププレート１９０の外側半径方向動作
を防止する。そうすると、トッププレートの歯２００は、もはや軸に対して平行ではなく
、潜在的に軸に沿ったリクライニング機構の横方向膨張を生じる。より具体的には、いか
なる歯の膨張も、横方向膨張をもたらすことがある軸に沿った望ましくない力を歯止めに
経験させる。内側に延在している内周部６６を有することによるリテーナリング６０は、
外側端縁２０１に最も近い半径方向支持を設けることにより、いかなる外側半径方向膨張
も反対に作用する又は最小化するが、また、ベースプレート及び歯止めがリテーナリング
６０によって横方向膨張に対して拘束されるとき、望ましくない横膨出を防止する。トッ
ププレートに対するリテーナリング６０の溶接、支持、又は、さもなければ連結はまた、
組み立てを簡便化する。
【００２５】
　リテーナプレート６０は、上述したように、リテーナプレート６０の外面から軸方向に
延在しているバネ取り付け脚６２を含む。バネ取り付け脚６２は、シートバック伸縮バネ
５０の一端５４を受けるように画定されるＵ字状チャネル６３を含む。リテーナプレート
６０はまた、シート基部ブラケット３０上に形成された少なくとも１つの戻り止め部４０
と関連して使用するために、リテーナプレート６０の外面から半径方向外側に延在してい
る少なくとも１つの停止フランジ７０を含む。使用時には、リテーナプレートフランジ７
０は、シートバック１４とシート基部１２との間における全回転量を制限するためにシー
ト基部ブラケット３０上に形成された戻り止め部４０と相互作用するように設計されてお
り、それにより、標準移動範囲を提供する。リテーナプレート６０は、通常、型打ちされ
た鋼鉄から形成されるが、精密打ち抜きを含むいかなる数の他の方法で形成されてもよい
。リテーナプレート６０は、トッププレート１９０との位置合わせに関連して使用される
外側リング面６４上に形成された少なくとも１つの位置合わせ指示部６８をさらに含む。
この実施形態において、トッププレート１９０及びリテーナブラケット６０は、所定の位
置に配置された３つの位置合わせ指示部６８、２０４を有して示されているが、当然のこ
とながら、いかなる数の位置合わせ指示部が使用されてもよい。図９は、リテーナプレー
ト６０が横方向にベースプレート９０を支持するのを許容するベースプレート９０の段の
ある構成を示している。
【００２６】
　リクライニング機構２０は、一体的カム－回動部材１１０をさらに含む。一体的カム－
回動部材１１０は、金属製の単一の一体品から形成されており、一般に、カム部分１２０
及び延在部分１３０を含む。一体的カム－回動部材１１０は、延在部分１３０がカム部分
１２０の中心材料から形成されるように、図に示すように構成されている。カム部分１２
０は、一般に、後述するように歯止め１５０に係合する外側カム面１２２を含む。延在部
分１３０は、一般に、カムバネ取り付け領域１３４と、カムバネ８０に係合するカムバネ
取り付け領域１３４における平坦部分又は留め部１３６とを有する外面１３２を含む。カ
ムバネ８０はまた、ベースプレート９０に係合する外側カム留め部８２と、留め部又は平
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坦部分１３６に係合する内側カム留め部８４とを含む。延在部分１３０はまた、シートバ
ック１４又はシート基部１２を通る第１及び第２のリクライニング機構間に延在する駆動
軸（図示しない）の外側構成に一致する内歯スプライン１３８又は他の成形された構成を
含む。カム部分１２０及び延在部分１３０が単一の一体品から形成されることは重要であ
る。実際の形状、大きさ又は構成は、所望の用途に応じて図示されたものから変化しても
よい。リクライニング機構は、リクライニング機構２０のそれぞれの間に延在し且つ駆動
軸を作動させて回転させるようにシートに座る乗員によって使用されるハンドル又はレバ
ー（図示しない）まで延在してもよいように、駆動軸が、ベース開口９６、ブラケット開
口３２、及び、後述する開口を通って延在するように構成されている。駆動軸が回転する
のにともない、一体的カム回動部材１１０の延在部分１３０とのその係合は、外側カム面
１２２がトッププレート１９０上の歯から歯止め１５０に係合又は係合解除するようにカ
ム１２０を回転させる。外面１３２はまた、ベースプレート延在領域１３９を含み、カム
部材１１０、特にカム部分１２０が、歯止めガイド１００内に適切に位置合わせされ且つ
ベースプレート９０の一方の側における歯止め１５０とベースプレートの反対側における
カムバネとの適切な構成を維持するように、延在部分１３０は、ベース開口９６の範囲内
を貫通して回転するように構成されている。
【００２７】
　図８は、主題の改善されたリクライニング機構の他の改善を示している。ベースプレー
ト９０は、一部品のカム回動部材１１０がそれとともに一体的に形成されたカムバネ取り
付け領域１３４を有して延在するその中心に開口９６を含む。従来のリクライニングにお
いて、回動部は、カムとは別個の要素である。従来の回動部は、機構への組み立て後に行
われるブローチ削りプロセスの使用によって形成された内歯駆動スプラインを含む。改善
された一部品のカム１１０により、組み立て後のブローチ削りプロセスによって内歯スプ
ライン１３８を含むカムバネ取り付け領域１３４を別個に形成する必要性は排除され、そ
れにより、改善されたリクライニング機構のコストを低減する。改善された一部品のカム
部材１１０により、内歯スプライン１３８は、「中心」機構の組み立て前に、延在部分に
形成されることができ、それにより、コスト及び複雑さを低減する。この実施形態におい
て、一部品のカム部材１１０には、双方とも一部品で一体的に形成される内歯スプライン
１３８を含むカム部分１２０及び延在部分１３０が備えられる。カム部分１２０は、歯止
め部材１５０及びディスク１７０と相互作用するために画定され、延在部分１３０は、ベ
ースプレート９０を通って延在し、カムバネ８０及びリクライニング駆動軸（図示しない
）と相互作用する。さらに、カム及び延在部分が一体的に形成されることから、カムバネ
８０は、従来の二部品のカム及び回動部と関連して使用される追加のプラスチック製ブッ
シングを必要とすることなく、延在部分１３０に対して直接的に取り付けられることがで
きる。延在部分１３０上に形成される内歯スプライン１３８は、シートアセンブリの一方
側から他方側まで延在している駆動軸と相互作用するために設けられる。
【００２８】
　歯止め１５０は、非対称歯１５４を有する外面１５２を有するように構成されている。
図において図示されたように、歯止め上の中心歯は、第１の形状１５６を有してもよい一
方で、外側限界の歯は、第２の形状１５８を有してもよい。もちろん、第１の形状１５６
と第２の形状１５８との間の歯の形状は、距離が歯止め１５０上の歯の中心から増加する
のにともない、徐々に変動してもよい。特に図１１を参照すると、本願明細書においてよ
り詳細に述べられるように、歯止め部材１５０は、トッププレート１９０の内歯２００と
係合することによってリクライニング機構２０をロックするために歯１５４を含む。公知
のリクライニング機構２０と同様に、歯止め部材１５０は、トッププレート１９０の内歯
２００との選択的係合のために１つの外面１５２に沿って延在している歯１５４を含む。
歯１５４は、各辺１６０の間において外面１５２上に連続的に延在している。この図１１
において、側面１６０に最も近い最初の数歯は、歯列の中心の方に傾斜する又は傾くこと
によって歯止め歯の列の各端部における歯の漸進的な傾斜を提供するように示されている
。この漸進的な構成又は傾斜を設けることにより、歯止め歯１５４は、極端な公差条件で
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より効果的にトッププレート１９０の内歯２００と係合し、それにより、それらの間にお
ける滑りを低減する。
【００２９】
　歯止め１５０は、外面１５２に加えて、一般に、内面１６４まで延在している側面１６
０を含む。内面１６４は、一般に、カム面１６６を含む。歯１５４がトッププレート１９
０に対して係合されるとき、面１６６は、ディスク１７０を介して一体的カム－回動部材
１１０のカム部分１２０からの力を受けて加えるように構成されている。
【００３０】
　ディスク１７０は、歯止め１５０のそれぞれに付随してもよく、歯止め１５０上の平坦
部分１６５に係合する平坦部分１７２を含んでもよい。故意ではなくカムを開放すること
があるディスクの回転を防止することによってシートバックの緩みに対する抗力を改善す
ることにより、平坦部分１７２、１６５は、歯止め１５０の係合及び係合解除を改善する
。
【００３１】
　図１０は、主題のリクライニング機構２０の他の改善を示している。特に図１０を参照
すると、トッププレート１９０が除去されてリクライニング機構２０が示されている。ベ
ースプレート９０は、歯１５４を有する第１及び第２の歯止め部材１５０を支持する成形
ボス又は歯止めガイド１００を含む。ベースプレート９０は、さらに、一部品のカム１１
０、特にカム部分１２０と第１及び第２の歯止め部材１５０との間における相互作用のた
めに画定される第１及び第２の歯止めディスク１７０をそれぞれ支持する。歯止めディス
ク１７０のそれぞれは、ディスクの円周上の少なくとも１つの平坦部分１７２を有して示
されている。さらに、歯止め部材１５０のそれぞれは、各歯止め部材１５０の喉部に形成
された対になる平坦部分１６８を含む。通常、従来のリクライニングに示すように、歯止
めディスクは、平坦な接触面がなく且つ歯止め部材上に形成された対応する平坦部分がな
い完全に円形である。このように、平坦な接触面なしで、歯止めディスクは、歯止めが歯
止めポケット内に移動したときに回転することができる。この歯止めディスクの回転は、
その後にカムを回転させ、歯止め部材は、トッププレートの内歯により、歯止め部材の歯
を係合解除させるか又はより小さく係合させて摺動することができる。代わりに、主題の
リクライニング機構２０の改善により、ディスク１７０の平坦部分１７２及び歯止め部材
１５０の平坦部分１６８は、ディスクの回転を防止し、それにより、リクライニング機構
２０の係合解除（又は摺動）を低減する。
【００３２】
　リクライニング機構２０はまた、中心開口１８２及びガイド開口１８４を有するガイド
プレート１８０を含む。ガイドプレート１８０は、カムが面１２２及び歯止め１５０を受
けるカムから係合解除されたときに主にディスクを案内するように、カム部分１２０と歯
止め１５０との間で相互作用する。
【００３３】
　リクライニング機構は、内歯２００が内周部まわりに延在している凹部１９２を有する
トッププレート１９０をさらに含む。トッププレート１９０は、組み立てプロセス中に少
なくとも１つの位置合わせ指示部１９６が容易な位置合わせを可能とするように設けられ
た外周部１９４をさらに含む。トッププレートは、駆動軸が延在することができる開口１
９８をさらに含む。取り付け機構２０４はまた、完全なリクライニングシステムをともに
連結するようにトッププレート１９０上に設けられてもよい。
【００３４】
　図８はまた、主題のリクライニング機構２０の他の改善を示している。従来のリクライ
ニング機構において、取り付け機能部は、トッププレートに対して溶接される。内歯と歯
止め歯との相互作用のための所定の強度を得るために、トッププレートの材料選択がある
硬度値を必要とすることから、コストのかかる追加の製造工程が従来のリクライニング機
構のために必要とされる。そのような追加工程は、マスキングとして業界において称され
る。当然のことながら、このマスキングプロセスは、トッププレートについて必要とされ
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る硬度の損失なしに、取り付け機能部をトッププレートに対して溶接するために必要とさ
れる。しかしながら、主題の改善されたリクライニングについて、リテーナプレート６０
がリクライニング機構に対して若干のさらなる強度を提供することから、トッププレート
１９０は、より低い硬度値で作られることができ、それにより、このコストのかかるマス
キングプロセスを必要としない。トッププレート材料にホウ素を添加することにより、完
全に脱酸された鋼に添加されたときに著しく硬化性を増やすということが見出されている
。トッププレートについての好ましい材料は、マスキングを必要としない１０Ｂ２１材料
である。
【００３５】
　図１２を参照すると、シート基部ブラケット３０及びシート基部伸縮バネ５０に対する
組み立てのためにリクライニング機構２０が示されている。ベースプレート９０は、シー
ト基部ブラケット３０に対して、トッププレート１９０は、シートバックブラケット（図
示しない）に対してレーザ溶接される。より具体的には、ベースプレート９０は、シート
アセンブリの他方側における使用のために配設された他のリクライニング機構（図示しな
い）との完全な位置合わせを確保するために、シート基部ブラケット３０と選択的に位置
合わせされることができる。リクライニング機構２０のベースプレート９０をシート基部
ブラケット３０に対して位置合わせた後に、ベースプレート９０は、シート基部ブラケッ
ト３０に対してレーザ溶接される。さらに、この位置合わせ工程の一部として、シート伸
縮バネ５０は、シート基部ブラケット３０に対するベースプレート９０の最後のレーザ溶
接の前に、シート基部ブラケット３０及びリテーナプレート６０に対して取り付けられる
。シート伸縮バネ５０の一端５２は、シート基部ブラケットに対して取り付けられ、他端
５４は、リテーナプレート６０に対して取り付けられる。リテーナプレート６０及びシー
ト基部ブラケット３０が容易に変更されることができるため、それらは、リクライニング
機構を変更する必要なく、各車両用途について異なる機能部を設けてもよい。例えば、リ
テーナプレート６０の停止機能部は、異なるリクライニングの最大の停止位置を提供する
ように変更されることができ、シートバックバネ負荷は、他のリクライニング機構要素を
変える必要なく、単にリテーナプレート６０上のＵ字状チャネル６３の外形を変えること
によって各車両について容易に変えることができる。
【００３６】
　リクライニング機構を組み立てる方法は、カム１１０と一体的な回動部とともに、特に
ベースプレート９０内に延在部分１３０を挿入される一部品のカム１１０に隣接するベー
スプレート９０内に歯止め部材１５０及びディスク部材１７０を組み立てることを含む。
そして、トッププレート１９０は、トッププレート１９０の中心線が軸１６と位置合わせ
されるようにベースプレート９０上に組み立てられる。リテーナプレート６０及びトップ
プレート１９０上に配置された位置合わせ指示部を使用して軸１６に沿ってトッププレー
ト及びベースプレートの開口を位置合わせする。トッププレート１９０に対してリテーナ
プレート６０をレーザ溶接し、それにより、最終的なリクライニング機構を形成する。シ
ート基部ブラケットに対して内歯スプライン１３８を有する延在部分１３０を位置合わせ
して、シート基部ブラケット３０に対してリクライニングアセンブリをレーザ溶接するこ
とがまた実現される。シートアセンブリの片側（又は両側）に対して、それに取り付けら
れたシート基部ブラケットを有するリクライニング機構を組み立て、シートアセンブリの
各側間に駆動軸を取り付けることが完了される。
【００３７】
　これらの図示は、添付する注釈とともに非常に有益であり、当業者によって直ちに認め
られるであろう。さらにまた、本特許出願における全ての図にわたる様々な描写は、互い
に組み合わされて比較され、それゆえに、シートトリムカバーの範囲内で３次元的に編ま
れた材料の使用を増加させる。
【００３８】
　上述した発明は、関連する法的基準にしたがって記載されており、それゆえに、本記載
は、本来は限定したものではなくむしろ例示である。開示された実施形態に対する変形例
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及び変更例は、当業者にとって明らかになることができ、本発明の範囲内に含まれること
ができる。

【図１】 【図２】
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